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当社ブース内での商談の様子

　2010年９月13日～17日，最大規模の国際上下水処
理・廃棄物処理・リサイクル専門見本市「IFAT 
ENTSORGA 2010」がミュンヘンで開催され，当社
は「Waste to Energy（廃棄物からエネルギー回収）」
をテーマとし，ガス化溶融プラントの模型とパネ
ル，およびオランダ CB & ILummus社との業務提携
を紹介するパネルを展示しました。
　当社は，昨年10月にもケルンで開催された環境展
ENTSORGA’09で，当社 Düsseldorf事務所の開設と
海外でのビジネス展開を紹介するプレゼンテーショ
ンを行うと共に，ドイツの廃棄物処理プラント会社
と共同で下水汚泥焼却・溶融プラントのパネル展示
も行い注目を集め，PR効果を実感しました。今年
も継続して出展し，ヨーロッパで廃棄物処理ビジネ
スを展開する上でさらなる知名度の向上を図りまし
た。
　IFAT事務局によると，入場者は５日間で185か国，
11万人。当社の展示物は目を引き，廃棄物の処理か
ら得られるガスを発電で利用する技術への関心は高
く，様々な要求や数多くの質問を受け，ニーズの高
まりを感じました。
　なお，開催地のミュンヘンでは，IFATが終了し
た翌日からビール祭りが始まり，街全体がビールを
平和に美味しく飲める幸せを味わっていました。

　2010年11月30日～12月３日，欧州最大級の国際環
境・エネルギー展「POLLUTEC 2010」がフランス
のリヨンで開催されました。毎年３万から７万人の
来場者で賑わう同展は，パリとリヨンで交互に開催
され，水処理，廃棄物処理に関わる機器や設備と，
エネルギー利用システム，電気自動車など多岐にわ
たる展示が行われます。
　当社のブースでは，IFATと同様に，「Waste to 
Energy」をテーマとした展示を行うと共に，プレ
ゼン会場で，当社 Düsseldorf事務所の髙橋所長が，
“Why not Gasification & Melting?”と題して，ガス化
溶融プラントに関する講演を行いました。プレゼン
は好評で，講演後に当社ブースを訪れ，質問をされ
た方も多く，「ガス化」に対するヨーロッパでの関
心の高さを実感しました。
　リヨンは，フランス南東部に位置し，パリに次ぐ
第２位の都市で，各銀行の本社が数多くある経済の
中心地でもあります。例年は比較的温暖な気候です
が，今年は58年ぶりの大雪に見舞われ，展示会初日
夕方から大雪の影響で航空路，鉄道網が乱れたうえ，
市内主要駅からの交通網がストップしたため，会場
バス２時間半待ちなどのハプニングもありました。
POLLUTECが開催された11月，12月は，日本でも
馴染みのあるワインの産地ボジョレーの新物が出回
り，リヨンの街が一層活気づく季節です。
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リヨン会場周辺に降った大雪
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展示会用に作成したドイツ語の説明資料

当社ブースで配布した“Waste to Energy”のマウスパッド


